








アである。しかしこれまで、khepeti は khīyati のペアとは見なされてこなかっ
た。その主な理由は、khepeti の由来がサンスクリット語の動詞 kṣip-「投げる」


















３ khīyati は対格を伴って「～を批判する」を表す場合があり、本稿で扱う khīyatiと
は別の動詞と考えられているのだが、紙面の都合上、この khīyati については取り上
げないでおく。

















（₁）Sn ₄₃₄a‒d lohite sussamānamhi | pittaṃ semhañ ca sussati / 
maṃsesu khīyamānesu | bhiyyo cittaṃ pasīdati /「血が乾いていくと、胆
汁と粘液が乾く。肉が消耗していくと、心がさらに澄む」。
（₂）S I ₁₀₉v (Th ₁₄₅) accayanti ahorattā | jīvitam uparujjhati / āyu 
khīyati maccānam | kunnadīnam va odakan //「昼夜は過ぎ行く。命は滅
びる。人間達の寿命は尽きる。小川の水のように」。
（₃）Th ₅₈₆ evaṃ viharamānassa | suddhikāmassa bhikkhuno / 
khīyanti āsavā sabbe | nibbutiñ cādhigacchati //「このように過ごし、清
浄を求める比丘の、すべての漏入は尽きる。そして彼は寂滅に達する」。






（₄）A I ₂₆₇ (₂₆₈, II ₁₂₆, ₁₂₇, ₁₂₉) tatra puthujjano yāvatāyukaṃ 
ṭhatvā yāvatakaṃ tesaṃ devānaṃ āyuppamāṇaṃ taṃ sabbaṃ khepetvā 




（₅）Th ₃₆₄ yo ca tuṭṭhena cittena | suṇāti jinasāsanaṃ / khepetvā 








（₆）Ja-a II ₃₂₇v yasaṃ kittiṃ dhitiṃ sūraṃ | bāhusaccaṃ pajānanaṃ 
/ khepayanti pamattassa | kaṭṭhapuñjaṃ vā pāvako //「名声も評判も堅
固さも力も、多くの学習も正しい理解も、放逸な者のそれらを彼女達は使
い果たす。火が薪の山を〔使い果たす〕ように」。





98 パーリ語の動詞 khīyati と khepeti
（₇）Mil ₂₉₇ akusalaṃ pana mahārāja karonto pacchā vippaṭisārī hoti. 
vippaṭisārino cittaṃ patilīyati patikuṭati pativaṭṭati na sampasārīyati 
socati tappati hāyati khīyati na parivaḍḍhati tatth’ eva pariyādiyati. yathā 
mahārāja sukkhāya nadiyā mahāpu ḷ ināya unnatāvanatāya 
kuṭilasankuṭilāya uparito parittaṃ udakaṃ āgacchantaṃ hāyati khīyati 
na parivaḍḍhati tatth’ eva pariyādiyati evam eva kho mahārāja akusalaṃ 
karontassa cittaṃ patīlīyati patikuṭati pativaṭṭati, na sampasārīyati, socati 


























khīyati の由来となるサンスクリット語の動詞は、動詞語根 kṣi-である。kṣi- は、
鼻音挿入の現在語幹 kṣiṇā́ti が他動の意味「破壊する」を表し、接辞 -ya- を付し
た kṣī́yate, kṣīyáte が逆使役（anticausative）で「消える」の意味を表す（EWAia 
s.v. “KṢAY₃,” Kulikov ₂₀₁₂：₃₇₀‒₃₇₃など）。両者が自他動詞のペアになっているこ


























だ が、Insler (₁₉₈₇) が AVŚ ₁₂．₅．₄₄に 現 れ る “ápi kṣāpayati” と₅₁の “ápi kṣāpaya 
kṣāpáya”を kṣi- の使役と考えている。だが、このことを Zehnder（₂₀₁₁：₅₄‒₅₅）が再
検討していて、AVŚ の例は従来の理解通り語根 kṣā-「燃える」の使役であって、kṣi-
ではないと述べている。
６ 語頭の子音連続 kṣ が、パーリ語では同化という音変化を起こして kh になっている。
７ Cone（₂₀₀₁）は kṣiṇā́ti に相当する “khiṇoti, khiṇāti”を辞書の見出し語にしているが、
Cone（₂₀₀₁）自身が記しているように、それらの語は、実際には後代の文法書にしか
現れない。
８ サンスクリット語の -aya- という音の並びが、パーリ語では -e- に変化する。
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の形式には、parikkhayāpenti（３人称複数、M III ₄₅）が１回だけ現れる。この







　 Cone（₂₀₀₁：s.v. “khiṇoti, khiṇāti₁”）は khīyati と の 関 係 に 注 意 し て お り、
khepetiを khīyatiの使役として辞書に載せているが、kṣip-と関連する可能性も
示唆している。一方、Cone（₂₀₀₁：s.v. “khipati₁”）は khepeti を「（時を）過ごす」
という意味で khipati の使役としても載せていて、「使い果たす、尽くす」の
khepetiと区別している。（₄）は「（時を）過ごす」の用例として引用されている。
　（₅）の訳注である Norman（₂₀₀₇：₂₀₉‒₂₁₀）は、khepeti を語根 kṣip- の使役と
する PED の理解に従う。一方で、PED が示唆する khīyatiとの関連にも言及し
ている。それによれば、khepeti が khīyati に関わるのは、サンスクリット語の










ないようで、サンスクリット語の辞書 PW には Rāmāyanaと Kathāsaritsāgara
の２例しか載っていない。パーリ語 khipati「投げる」の使役には khipāpetiと










サンスクリット語の kṣepayati は khepeti「使い果たす、尽くす」と意味もかな








、khepeti を kṣepayati に結びつけるよりも、むしろ khīyati をもとにし
て、新しいペアである khepeti ができあがったと考える方が自然であろう。
₄．₂．「（時を）過ごす」の意味について
　次に、辞書（PED s.v. “khipati,” Cone ₂₀₀₁：s.v. “khipati₁”）が khepeti を khipati
「投げる」の使役とし、「（時を）過ごす」の意味を当てることについて、考え
てみたい。確かに、サンスクリット語の辞書を見れば、動詞語根 kṣip-「投げ
る」の現在形 kṣipatiと使役 kṣepayati に「（時を）過ごす」の意味が、用例はわ









詞 kṣi- の使役 kṣapayanti（３人称複数）であるため、明らかに「寿命を使い果た
₁₁ 参考までに、パーリ語の例をあげておく。この例の khipāpesi（過去形）は、権力者
である王が動詞の表す動作を使役する主語（使役主）であるため、典型的な使役「～
に…させる」の意味は表していない（稲葉 ₂₀₁₃）。Mil ₂₀₃ tadā so rājā sakaputtaṃ 
corappapāte khipāpesi. 「その時、かの王は自分の息子を盗賊を落とす崖に投げた」。
₁₂ サンスクリット語の律文献では、パーリ語の khīyati とその派生語に相当する語が
kṣi- の場合と kṣip- の場合があるのだが（平川 ₁₉₉₄：₁₉₀‒₁₉₈）、紙面の都合上、検討
はしない。
₁₃ このことはパーリ語の自他動詞ペアにおける ī, i：e の交替の生産性の問題になるが、
本論文の範囲を超えるため、今後の課題にしておきたい。
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す」である。
（₈）R ₂．₉₈．₁₉ ahorātrāṇi gacchanti | sarveṣāṃ prāṇinām iha / āyūṃṣi 
kṣapayanty āśu | grīṣme jalam ivāṃśavaḥ // 「昼夜は過ぎ行く。この世に
おける生き物達すべての寿命をすぐに使い果たす。夏に、茎が水を〔使い
果たす〕ように」。













（₉）Ja VI ₂₃₇ v. ₁₀₆₂ bahuvassagaṇe tattha | khepayitvā bahuṃ 
dukhaṃ / bheṇṇākaṭe ahuṃ rāja chakalo uddhitapphalo //「そこで多く
の年月の間、多くの苦しみを尽くして、王よ、私はベンナーカタにて、去
勢された雄ヤギになった」。
（₁₀）Pv v. ₆₈₈ cūḷāsīti mahākappuno | satasahassāni pi hi / ye bālā 
ye ca paṇḍitā | saṃsāraṃ khepayitvāna | dukkhass’ antaṃ karissare //
「八百四十万大劫（時間の単位）である、愚か者達も賢者達も輪廻を尽くし
て、苦しみの終わりを作るのは」。
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